予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　　項：畜産業費　　目：畜産振興費　　　
	事業名: 岐阜県畜産の里づくり事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　養豚・養鶏係　電話番号：058-272-1111（内2875）

　　　　　　　　　　　E-mail： c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,250千円（前年度予算額：1,250千円）
	要求内容


	１　要求内容


地域の特色を生かした畜産物を生産するための施設や消費者との家畜ふれあい施設、高齢者等の生き甲斐の場に資する畜産施設、耕畜連携による家畜排せつ物の利活用を進めるための施設等の整備を予定する事業主体に対し、市町村を通じて助成します。

　（１）補助対象
　　　①消費者とのふれあい広場の設置

　　　②特用家畜（牛、豚、鶏といった畜産に大きな割合を占める主要な家畜以外のも
の）導入

　　　③畜産物加工流通機械設備の整備

　　　④高品質畜産物の生産機械施設の整備

　　　⑤高齢者等の生きがい畜産施設の設置

　　　⑥耕畜連携堆肥等生産機械施設の整備

　（２）補助率

　　　1/3以内、但し堆肥等生産機械施設の整備の場合は緊急性が高いことから1/2以内
　　　　
	２　所要経費


・事業費補助金　1,250千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	1,250
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,250

	要求額
	1,250
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,250

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


	（事業目標）

地域特性の高い機械施設の整備に対して助成することで、各地域の畜産業の発展に寄与する。また「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律」の対象とならない零細な畜産農家の家畜排せつ物の利活用及び環境問題の発生又は発生の恐れのある施設に対して助成することで、地域での畜産経営の持続可能性を高めることを目標とする。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	施設等整備数
	6
（H17）
	8
（H18）
	3
（H21）
	1
（H24）
	1
（H25）
	100％

	
	（H ）
	（H ）
	（H ）
	（H ）
	（H  ）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容
　事業主体：白川町畜産振興会
　事業内容：真空包装機　一式　
　　　　　　　事業費1,680千円　（うち県補助金　560千円）
　　白川町内で飼育されている卵用鶏及び羊の廃用肉を活用した畜産加工品の真空包装機械。


（平成24年度の成果）

	真空包装機の導入により、畜産物の加工・販売を行っている畜産農家の処理工程の安定化と、新たな加工品開発及び販路拡大を図り、町内畜産農家の所得向上に資することができた。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）　○
	国庫補助事業の補完として地域特性の高い施設等を対象とした助成事業は必要性が高い

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある

	（評価）

　　○

	地域の特色を生かした畜産物生産施設、消費者とのふれあい施設、家畜排泄物利活用施設等整備を通じて、地域の畜産育成及び畜産振興につながっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　　○
	畜産振興を担う市町村、ＪＡ、地域畜産振興会等任意組合との連携を図りながら効率的に事業を実施している。


（今後の課題）

	また、この事業は市町村等各種団体が実施する事業への補助であるが、その年の情勢により要望に変動があり、調整が困難である。


（次年度の方向性）
	地域特性の高い機械施設の整備に対して助成することで、各地域の畜産業の発展に寄与する。


